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ごあいさつ 

前橋市では、平成 30 年（2018）に第七次前橋市総合計画を策定し、まち
づくりの基本理念となるビジョンを「めぶく。～良いものが育つまち
（Where good things grow.）～」と定め、将来都市像である「新しい価値
の創造都市・前橋」の実現に向けてさまざまな取り組みを進めているとこ
ろです。この将来都市像は、先人たちが長きにわたって育んできた本市な
らではの地域特性を受け継ぐのみならず、さらに磨きあげ、新たな価値を
生み出しながら、将来の世代に「未来への襷

たすき
」として繋いでいくことを意

味しています。そうした襷となる要素の一つが、本市が歩んできた「歴史」
であると考えています。 

本市の玄関口である JR 前橋駅から北に続く道路は、戦後復興に際してけやきが植樹されたことに由来
して「けやき並木通り」と呼ばれ、群馬県庁へと至るメインストリートとなっています。沿道には、都市
的な高層ビルが連なる中に、城下町の時代に由来する遺構や、製糸業最盛期の頃に建設されたレンガ造
の建造物が散見され、けやきが生み出す緑陰

りょくいん
と調和した美しい風景を見ることができます。さらに歩み

を進めると、豊富な水量を湛
たた
える「広瀬川」にたどり着きます。川沿いは、緑豊かな柳や桜に彩られ、木々

の間には萩原
はぎわら

朔太郎
さくたろう

の銅像や詩碑
し ひ

が点在し、本市のキャッチフレーズである「水と緑と詩
うた
のまち」の原風

景と称される景色が広がっています。これらの都市景観が形成された背景には、幾多の紆余曲折を経な
がら、いつの時代も誇り高くあろうとした前橋人の気質と、官民が手を取り合ってまちづくりにまい進
してきた歴史があり、それが「前橋らしさ」の源泉となっているのです。 

本計画書では、そうした「前橋らしさ」を形成している地域固有の風情や情緒、文化的な趣を「歴史的
風致」として整理し、それらを維持向上するために必要な考え方や方向性、具体的な取り組みを掲載して
います。向こう 10 年にわたって、今ある「前橋らしさ」を維持するとともに、「ＳＤＧｓ」や「ウォーカ
ブル推進都市」、「官民共創」といったまちづくりの新たな潮流を取り込みながら、歴史を拠り所にした新
しい価値の創造を目指してまいります。 

 結びに、本計画の策定にあたり、シンポジウムや地域説明会、パブリックコメントを通じてご意見をお
寄せいただきました市民の皆様、策定にご尽力いただきました前橋市歴史的風致維持向上協議会の委員
の皆様、貴重なアドバイスを賜りました各種審議会・団体の皆様に心から敬意と感謝を申し上げ、ごあい
さつといたします。 

令和４年12月 

前橋市長 
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１ 計画策定の背景と目的 

 「汝
なんじ

に関東の華をとらす」。現代の暮らしへとつながる前橋の歴史は、初代藩主となる酒
さか
井
い
重
しげ
忠
ただ
が徳川

家康から賜ったとされる、この言葉から始まった。 
 当初、３万石の小藩であった前橋は、やがて関東有数の 17 万石へと躍進し、「関東の華」にふさわし
い繁栄を誇った。ところが、度重なる利根川の氾濫によって前橋城が崩落。川越への移城により前橋城は
取り壊され、藩主不在の分領時代が長く続き、城下町は荒れ果てていった。その危機に立ち向かったの
が、生

き
糸
いと
商
しょう

を中心とする前橋の領民たちだった。彼らは、廃城の屈辱を復興への原動力に変え、幕末に
はついに前橋藩の再興を果たし、明治に入ってからは官民を挙げた県庁誘致活動により「県都」の栄誉を
得て、製糸業の隆盛とともに「生

い
糸
と
のまち」として歩んでいくこととなる。その後、世界は深刻な経済恐

慌を皮切りに戦争の時代に突入し、前橋も空襲によって市街地の八割が焼け野原となるが、官民が力を
結集して全国に先駆けて復興を完了すると、町村合併により市域を拡げ、高度成長の時代の中で発展を
続けた。 
 このように時代を大局的に眺めると、前橋はいくつもの危機を「官民連携」によって乗り越えてきたこ
とが分かる。そして、それをなし得た原動力には、「『関東の華』『県都』としての高い誇り」と、誇りを
取り戻そうとする「復興への心意気」があり、背景にはいつも「生

き
糸
いと
」の存在があった。 

 近代以降、前橋は群馬の政治・経済・文化を牽
けん
引
いん
する中心的な役割を果たし、市民の多くが「生糸のま

ち」であった歴史を認識し、県都であることに誇りを感じていた。しかし、わが国全体が低成長の時代に
入ると、前橋でも活力低下の傾向がみられるようになり、「県都の誇り」の意識も低下していった。そし
て、人々の生活様式や価値観が多様化する現在、少子高齢化の加速も相まって、県都のさらなる求心力低
下が懸念されている。 
 これまでの歴史に照らし合わせて考えると、現在は、藩主不在、廃藩置県、昭和恐慌、前橋空襲に続く
「第五の危機」にあるといえる。こうした時代であるからこそ、かつて前橋がいかにその誇りを保ち、復
興を果たしてきたのか、歴史に学ぶことの意義は大きい。また昨今、政府は地方創生による地域活力の向
上を要請している。地方創生には、持続可能な「成長戦略」とともに、都市の個性を伸長する「成熟戦略」
が必要である。都市の成熟とは、都市の質感を高めること。そして都市の質感は、その都市で暮らす人々
をつなぐ、誰もが共有できる価値である歴史や文化に象徴される。 
 前橋は、誇るべき豊かな歴史とさまざまな文化を有している。しかし、知名度の高い歴史的資源が数多
くあるわけではない。それは、城下町の荒廃や前橋空襲による焼失が大きな要因であるのは事実だが、む
しろ、現代における都市化政策の結果でもある。その分、そうした困難を潜り抜けて今なお残る歴史的資
源には、前橋の歴史を物語る特徴的なものが多く、都市の質感を形成するうえで極めて大切であるが、手
立てなしでは、これらもいずれ失われていくことになる。 
 
 
 
 
 
  

写真提供：宮内庁書陵部 
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写真提供：宮内庁書陵部
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利根川の浸食により前橋城が崩落 廃藩置県により都市消滅の危機

写真提供：宮内庁書陵部 写真提供：上毛新聞社

空襲により市街地の8割が焼失利根川の浸食により前橋

第一の危機
廃藩置県により都市消滅の危機

第二の危機 第四の危機第三の危機
昭和恐慌により製糸業が壊滅

現在

・中心市街地の空洞化
・少子高齢化の進展
・都市間競争の激化
・世界的感染症の拡大etc…

第五の危機
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ຌ市では、昭和 38 ೧ʤ1963ʥに文化ࡔ保ޤড়ྭをఈめて以པ、長らく文化ࡔの保存と活༽に取りૌみ、
ฑ成 11 ೧ʤ1999ʥには文化政策の෨ॼを創અし、歴史ݨঞや文化৾興にも஭力してきた。ところが当時
は、ಕ࿑੖ඍや再֋発、ۢժ੖ཀྵなʹ、いわΑる都市੖ඍʤまちͰくりʥ෨໵と歴史文化ߨ政とのؔには
Ҳఈのړ཯感があり、そのことが歴史的資源をଝなうҲ因となっていた。
そうした中、ฑ成 20 ೧ʤ2008ʥに「地域における歴史的෫致のң持ٶ;向上に関する๑ཱʤฑ成 20

೧๑ཱ第 40 ௪স・ߺ 歴史まちͰくり๑ʥ」ʤ以下、歴まち๑ʥがߨࢬされた。この๑ཱは、歴史的な街
ดみとҲ体となって、෫৚、৚ॻ、たたずまいのあるྒྷ޹な市街地のڧ؂をң持・向上させ、後世にܩট
させていくために੏ఈされたもので、歴史まちͰくりを進めるࣙ治体が「歴史的෫致ң持向上ܯժʤ以
下、歴まちܯժʥ」をࡠ成し、これを国が認ఈすることで、ऀճ資ຌ੖ඍ૱合ި෉ۜ౵における֦झ事業
によるࢩԋや๑ཱ上の特ྭી置といった、重఼的なࢩԋをणけることができる࢕ૌみである。中でも、歴
まちܯժについては、ᶅ当֚ࣙ治体における歴史的෫致を明らかにすること、ᶆ重఼的にң持向上をਦ
るべきۢ域ʻ重఼ۢ域をఈめること、ᶇܯժ上の֦झ取ૌは重఼ۢ域のみならずࣙ治体全体の活性化に
つながるものであることが求められている。つまり、歴まちܯժの策ఈは、まちͰくりにおける歴史的資
源のҒ置෉けを明֮化するものであるとともに、ຌ市においては、歴史文化を地域活性化のαϱτϱς
として活༽するࢡ੐をࣖすことにつながるものであるとଌえた。
歴まち๑のߨࢬをणけ、ຌ市ではฑ成 25 ೧ʤ2013ʥに「歴史文化Ҫࢊの活༽」を主ءとする取りૌみ

を֋始、全国に誇りうる歴史文化Ҫࢊの発۹とその活༽方๑のڂݜを௪じて歴史まちͰくりへのΠϕϫ
ʖοを֋始した。Ҳ方、ຌ市のまちͰくりの動向をみると、ฑ成 28 ೧ʤ2016ʥの前橋ϑζϥϱ「めぶく。」
の発නを皮切りに、ة業経Өंでߑ成するまちͰくり஄体の発ଏや、民ؔ஄体が主力となって策ఈした
まちͰくりのτʖϜ「̞̩̜̜̥ˏ̩̜̣̘̯」、官民が共有するまちͰくりのདਓ൭「前橋市Πʖώϱ
υδ΢ϱ」の策ఈなʹ、民主಍による大きなう͸りがଽ動し始めていた。特に、Πʖώϱυδ΢ϱがܟげ
る方ਓのҲつである「ϫʖΩϩϓΟʖηφ」には、࠹大ݸ活༽すべき地域ݽ有の資源として、歴史的ݒଆ
物やࢊ業Ҫࢊ、ఽ౹文化なʹがࣖされており、民ؔ主಍ܗのまちͰくりにおいても歴史文化が重要ࢻさ
れていることが明らかであった。
こうした動きとν΢ϝϱήを合わせるかのように、ฑ成 30 ೧ʤ2018ʥに明治غを象徴するݒଆ物群で

あるྡ
りん
ߒ
こう
ֵ
かく
が、ྫ和ݫ೧ʤ2019ʥに大ܗの཈ࢍ೸家ݒ஛であるԚ

しお
原
ͻら
家
け
े
じΐう

୒
たく
が相࣏いで国の重要文化ࡔに

ࡔఈ文化ࢨにఈめる重఼ۢ域における国ߺ第̐ߴఈされた。このことは、ຌ市が歴まち๑第̓ড়第̐ࢨ
の存在要݇をຮたしたことを意ັするとともに、生糸や཈ࢍといった歴史特性を生かしたまちͰくりへ
のغଶ感を৤成し、ຌ市がຌ֪的に歴史まちͰくりに取りૌむ明֮な動機となり、根ڎとなったのであ
る。
そこで、ຌ市の誇りある歴史をݨঞし、後世へ語りܩぐのみならず、歴史上の「第五の危機」を乗り越

え、質感の高い都市を実現するため、歴史文化を生かしたまちͰくりの۫体策として、歴まちܯժʤ以下、
ຌܯժʥを策ఈすることとした。今後、ຌܯժにخͰき、ຌ市が誇る歴史的෫致のң持ٶ;向上をਦり、
「前橋らしい歴史性」が感じられる街ดみ形成を進めていく。
近代ᴊ明

れいめい
غ
き
、当時のまちͰくりをࢩえたのは、後に「前橋್

に
ॉ
じΐう

五
͟
人
にん
़
しΐう

」とݼͻれる領民たちであった。
現在、ຌ市には「ྫ和の್ॉ五人़」とসしてもգ言ではない高い民力がある。県都の誇りをڵに、これ
までຌ市の歴史的危機をՁ度もٻってきた「官民連携」の心意気が発ضされれͻ、ຌ市は再;活力を取り
戻し、「ྫ和復興」を果たすことができるだろう。歴史がそれをཬ෉けている。

8

ᾁ 計画のˮፗ˄Ậ

ຌܯժは、ຌ市の࠹上Ғܯժである「第࣏ࣥ前橋市૱合ܯժ」におけるগཔ都市଀「৿しい価値の創ଆ
都市」の実現にر༫する手ஊのҲつとしてఈめるものであり、ଠ๑ྫによるوఈやそのଠのまちͰくり
。ժとの੖合にཻ意しながら策ఈしたܯ
また、۫ 体的ࢬ策の立Ҍにࡏしては、民ؔ஄体が策ఈしたまちͰくりのτʖϜ「̞̩̜̜̥ˏ̩̜̣̘

̯」ด;に官民共有のまちͰくりのདਓ൭である「前橋市Πʖώϱυδ΢ϱ」をҲ෨۫体化することを念
ಆに置いてࡠ業を進めた。

ᾂ 計画の஖᧓

ຌܯժは、ྫ和̓೧ʤ2023ʥ度からྫ和 14 ೧ʤ2032ʥ度までの 10 ೧ؔをܯժؔغとする。
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ᾃ 計画の策定૾ᤆ

ʤ̏ʥ歴史まちͰくりのౖୈとなる取りૌみ
ຌ市では、ฑ成 20 ೧ʤ2008ʥの歴まち๑の成立をणけ、গཔ的な歴まちܯժの策ఈに向けた६ඍஊ֌

として、「歴史文化Ҫࢊの活༽」を主ءとする取りૌみから始めることとし、全国に誇りうる歴史文化Ҫ
。に஥手したڂݜの発۹とその活༽方๑のࢊ

ᶅ第̏غ歴史文化Ҫࢊ活༽җҽճ
  અ置ؔغʁฑ成 25 ೧度ʤ2013ʥʛฑ成 26 ೧度ʤ2014ʥ

җҽߑ成ʁ歴史ڂݜの઒໵家、学識経ंݩ、有識ं、文化人౵の 45 名
活動಼༲ʁҗҽ全ҽによる「全体ճ٠」のΆか、「ౝႂߗ・ݍ」・「নฑ家」・

「εϩέ・ϪϱΪ」なʹ、ຌ市と関りの深い歴史的τʖϜพに 10
のϕϫζΥέφοʖϞ(PT)で٠ڢ。このΆか、必要にԢじて史
ྋ௒ࠬやࡱࢻ௒ࠬなʹもߨった。

श఑言ʁฑ成࠹ 27 ೧ʤ2015ʥ３݆に前橋市長に఑言ॽを఑ड़。「前橋を象
徴する歴史空ؔの創ଆ」と「歴史文化Ҫࢊを֫とする都市ިླྀ」
を主要τʖϜに 16 。໪を఑言ߴ

第̏غ歴史文化Ҫࢊ活༽җҽճ఑言ॽ 「歴史都市まえͻし າཔ΢ϟʖζਦ」

10

ᶆ第̐غ歴史文化Ҫࢊ活༽җҽճ
  અ置ؔغʁฑ成 27 ೧度ʤ2015ʥʛฑ成 28 ೧度ʤ2016ʥ

җҽߑ成ʁ市಼ 21 地ۢの地域Ͱくり٠ڢճҗҽ・生֖学सওྯҽ・前橋
学市民学ܵҽら 70 名

活動಼༲ʁ地ۢพに PT を結成し、市಼の「˕˕で࠹初・Ҳ൬・༏Ҳ」に
֚当する歴史文化Ҫࢊの۹りًこしʤΨϱϨʖϭϱܗ歴史文化
Ҫࢊ௒ࠬʥやτʖϜพの学सճなʹを実ࢬした。

श఑言ʁฑ成࠹ 29 ೧ʤ2017ʥ３݆に前橋市長に఑言ॽを఑ड़。「歴史空ؔ
をつないだ『歴史յ࿕化』」と「歴史と文化に立ٯした『前橋学』
の創ଆ」を主要τʖϜに 13 。໪を఑言ߴ

第̐غ歴史文化Ҫࢊ活༽җҽճ఑言ॽ 「まえͻし歴史空ؔϜρϕ」

ᶇ前橋学市民学ܵҽ
  અ置ؔغʁฑ成 26 ೧ʤ2014ʥʛ

認ఈ要݇ʁ市主࠷の཈成࠴ߪʤ֦೧度あたり 15 յʥをすべてणߪしたं
     ˠྫ和３೧ʤ2021ʥ現在、̕غ 295 名を認ఈʤ認ఈৄとώρζद༫ʥ
活動಼༲ʁ認ఈされた市民学ܵҽは、市からの要請にԢじて歴史文化Ҫࢊに関する௒ࠬや΢ϗϱφ

のึঁ、歴史観ޭΪ΢χのΪ΢χҽとしてڢ力する。
     ˠྫ和３೧ʤ2021ʥ現在、௒ࠬ・΢ϗϱφのึঁҽとしてԈべ 1161 名、歴史観ޭΪ΢

χのΪ΢χҽとしてԈべ 318 名が活動している。
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ʤ̐ʥ歴まちܯժ策ఈخຌ方ਓ
歴史文化Ҫࢊの活༽を主ءとする取りૌみを進める中で、ຌ市には全国に誇りうる歴史文化Ҫࢊが存

在し、それらを活༽することがこれからのまちͰくりに有ްであることや、市民学ܵҽによるΪ΢χ活
動実੹なʹから、市֐からの誘ٮにもつながることが明らかとなった。
また、ฑ成 30 ೧ʤ2018ʥからྫ和ݫ೧ʤ2019ʥにかけて֋࠷した「歴史まちͰくりεϱϛζΤϞ」や

「庁಼หکճ」を௪じ、ຌ市で歴史まちͰくりを進めることの意義や可能性が߁く共有されたことをण
け、ྫ和̐೧ʤ2020ʥからຌ市の事ແ分ঢに「歴史まちͰくり」がਜ਼式に௧加されることとなった。
そのࡏにఈめた「歴まちܯժ策ఈخຌ方ਓ」は、以下のとおりである。

にޤ保ࡔにଉり、まちͰくり・文化৾興・文化ࢭਬ進は、歴史まちͰくり๑のट;ٶժの策ఈܯ˛
関わる全ての෨ॼが連携・ڢ力して進める。

˛歴史的෫致のઅఈ・歴史的෫致ң持向上ࢬઅ੖ඍʤ以下、ࢬઅ੖ඍʥの立Ҍ・歴史的෫致形成ݒ
ଆ物のમఈは、これまでの歴史文化Ҫࢊ活༽の取りૌみʤH25ʛʥをϗʖηにݗ౾する。

˛特に、歴史的෫致のઅఈにࡏしては、市಼の文化ࡔ・歴史的資源を໤དしつつ、ຌ市の歴史を象
徴するηφʖϨʖˠを࣢にߑ成するとともに、学ढ़的なཬ෉けを୴保しながらࡠ業を進める。

˛重఼ۢ域のઅఈは、෵数の歴史的෫致が重なり合い、ࢬઅ੖ඍによるまちͰくりへのഀްٶ果が
高いΦϨΠをνʖΰρφとする。

৿まߍ、ժとの੖合にཻ意するとともにܯ存の੖ඍعしては、ଠ๑ྫによるࡏઅ੖ඍの立Ҍにࢬ˛
たは৿અが༩ఈされているޮ共ࢬઅ੖ඍ౵との෵合化をໝࡩする。

˛そのଠの۫体策としては、景観๑にخͰく景観誘಍・و੏ી置や、৿たな文化ࡔ௒ࠬ、歴史的෫
致を活かした観ޭ৾興・୴い手ү成౵、持続的な歴史まちͰくりに資する取りૌみをݗ౾する。

ʴˠ前橋の歴史を象徴するηφʖϨʖʵ
⏫ᇛୗࡢࠖ⳹ࡢ㛵ᮾࠕ

ᰤ⦾ࡢ࡚ࡋ࡜ࠖࡕࡲࡢ⣒⏕ࠕ

㉥ᇛᒣࡢ࡬ಙ௮

ᬽࡢࡋࡽ୰ࡢ㣴⺋

ᮾᅜᩥ໬ࡢ୰ᚰᆅ

ᐟሙ⏫࡛⥅ᢎࡿࢀࡉఏ⤫

12

ᾄ 計画の策定˳С

ຌܯժは、庁಼ૌ৭である「歴史まちͰくりਬ進җҽճ」と、๑第 11 ড়のوఈにخͰく「歴史的෫致
ң持向上٠ڢճ」をྈྡྷとしてࡠ業を進め、ϏϔϨρέαϟϱφ౵による市民ࢂ加を経て策ఈした。

ʤ̏ʥ歴史まちͰくりਬ進җҽճ
ۢ分 ॶ଒・役৮
җҽ長 都市ܯժ෨長
෯җҽ長 都市ܯժ෨ 都市ܯժ՟長
җҽ າཔ創ଆ෨     政策ਬ進՟長、ި௪政策՟長

経Ө՟長ࢊ政՟長、資ࡔ       ແ෨ࡔ
市民෨       生活՟長、大ࢩދॶ長
文化ηϛʖς観ޭ෨ 文化国ࡏ՟長、観ޭ政策՟長
業経済෨     に͙わい商業՟長ࢊ
都市ܯժ෨     ݒ஛ࢨ಍՟長、市街地੖ඍ՟長
અ՟長、ಕ࿑؇ཀྵ՟長、ޮԄྚ地՟長、ޮԄ؇ཀྵ事ແॶ長ݒઅ෨       ಕ࿑ݒ
՟長、生֖学स՟長ޤ保ࡔүҗҽճ事ແ局  文化گ
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ʤ̐ʥ歴まちܯժ策ఈخຌ方ਓ
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⏫ᇛୗࡢࠖ⳹ࡢ㛵ᮾࠕ

ᰤ⦾ࡢ࡚ࡋ࡜ࠖࡕࡲࡢ⣒⏕ࠕ

㉥ᇛᒣࡢ࡬ಙ௮

ᬽࡢࡋࡽ୰ࡢ㣴⺋

ᮾᅜᩥ໬ࡢ୰ᚰᆅ

ᐟሙ⏫࡛⥅ᢎࡿࢀࡉఏ⤫
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ᾄ 計画の策定˳С
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市民෨       生活՟長、大ࢩދॶ長
文化ηϛʖς観ޭ෨ 文化国ࡏ՟長、観ޭ政策՟長
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― 9 ―

都市計画審議会
景観審議会

文化財調査委員会議

歴史まちづくり推進委員会（庁内組織）

都市計画課　景観・歴史まちづくり係（事務局）

文部科学省・農林水産省・国土交通省

前橋市議会

住民説明会等

による合意形成

計画策定段階

における市民参加

シンポジウム等

による情報提供

パブリックコメント

による意見聴取

歴史的風致維持向上協議会
（法定外部組織）認定

報告

指摘

意見

聴取

合意形成
市民参加

情報提供
意見聴取

指摘 提案

申請

序

章



13

ʤ̐ʥ歴史的෫致ң持向上٠ڢճ
ʴҗҽʵ

ۢ分 名   ࢱ ॶ  ଒

学識

後 ౽   治 学Ӆ大学޽ ཀྵ事長

˗ 手 ౣ   ਖ ʤҲऀʥ群馬地域学ڂݜॶ 代නཀྵ事

˕ ރ ॶ   隆 群馬県文化ࡔ保٠৻ޤճ ճ長

˕ 村 ీ ܡ Ҳ 前橋市文化ࡔ௒ࠬҗҽճ٠ җҽ長

関ܐ民ؔ஄体

大 ௫ 隆 ෋ 前橋市೸業ڢಋૌ合 代නཀྵ事ૌ合長

੤ ඎ ਖ ࢦ 前橋商޽ճ٠ॶ ٠ҽ
ʤ有ʥ੤ඎޘෲవ 代න取గ役ऀ長

橋 ຌ   ܈ʤR2ʥ
ೖ下ీ   伸ʤR3ʥ

都市再生ਬ進๑人ʤҲऀʥ
前橋υδ΢ϱαϝρεϥϱ 事ແ局長

੗   和 ඛ ʤ特ඉʥ街・ݒ஛・文化再生集஄ ཀྵ事長

市民代න 野 中 和ࢀ࿢ʤR2ʥ
ຉ ࠒ 隆 ๞ʤR3ʥ

前橋市ࣙ治ճ連合ճ෯ճ長、大手町Ҳ஺໪ࣙ治ճ長
ʑ ౩井地ۢ代නཀྵ事、ߜӤ町್஺໪ࣙ治ճ長

政機関ߨ

前橋市文化ηϛʖς観ޭ෨長

前橋市都市ܯժ෨長

前橋市گүҗҽճ事ແ局گү࣏長

˗ճ長、˕෯ճ長

ʴΨϔδʖώʖʵ
ۢ分 ॶ  ଒

関ܐ民ؔ஄体 前橋商޽ճ٠ॶ

政機関ߨ

国ౖި௪঴ 関東地方੖ඍ局 高࡜Ց川国ಕ事ແॶ ժ՟ܯ

群馬県 地域創生෨ 文化ࡔ保ޤ՟

群馬県 県ౖ੖ඍ෨ 都市ܯժ՟ まちͰくり࣪
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ᾅ 計画策定のኺዾ

೧݆ ճ٠౵
ฑ成 25 ೧̖݆ 第̏غ歴史文化Ҫࢊ活༽җҽճ発ଏ
ฑ成 26 ೧݆̒ 文化国ࡏ՟಼に歴史文化Ҫࢊ活༽࣪をઅ置
ฑ成 27 ೧３݆ 第̏غ歴史文化Ҫࢊ活༽җҽճから఑言ॽの఑ड़ʤ第̏غ఑言ॽʥ

ʑ ̖݆ 第̐غ歴史文化Ҫࢊ活༽җҽճ発ଏ
ฑ成 29 ೧３݆ 第̐غ歴史文化Ҫࢊ活༽җҽճから఑言ॽの఑ड़ʤ第̐غ఑言ॽʥ
ฑ成 30 ೧ 11 ݆ 第̏յ歴史まちͰくりεϱϛζΤϞʤˑ群馬ճؙʥ
ྫ和ݫ೧݆̕ 第̏յ歴史まちͰくり庁಼หکճ

ʑ ̗݆ 第̐յ歴史まちͰくり庁಼หکճ
ʑ 11 ݆ 第̐յ歴史まちͰくりεϱϛζΤϞʤˑথݣ学Ԅまえͻしϙʖϩʥ

ྫ和̐೧݆̒ 都市ܯժ՟಼に景観・歴史まちͰくりܐをઅ置
ʑ ݆̓ 前橋市٠ճʤ٠長・֦ഁ代නंʥへܯժ策ఈ方ਓのઈ明
ʑ ݆̕ 第̏յ歴史まちͰくりਬ進җҽճ・WGʤϭʖΫϱήήϩʖϕʥ
ʑ ̗݆ 第３յ歴史まちͰくりεϱϛζΤϞʤˑ前橋ϕϧδݫ気̐̏・民ؔとの共࠷ʥ
ʑ 11 ݆ 第̏յ歴史的෫致ң持向上٠ڢճ
ʑ 12 ݆ 第̐յ歴史まちͰくりਬ進җҽճ・WG

ྫ和３೧݆̓ 第３յ歴史まちͰくりਬ進җҽճ・WG
  ʑ ݆̔ 第̐յ歴史的෫致ң持向上٠ڢճ

ʑ ̖݆ ෨՟長ճ٠ܐ関・ࠄ役への経գๅࢀ
  ʑ ̗݆ 第３յ歴史的෫致ң持向上٠ڢճ
  ʑ 10 ݆ 前橋市٠ճʤݒઅਭಕ৙೜җҽճʥへの経գๅࠄ
  ʑ 12 ݆ 第̒յ歴史的෫致ң持向上٠ڢճ
ྫ和̒೧݆̐ 第̒յ歴史まちͰくりਬ進җҽճ・WG

ʑ ３݆ 市民向け歴史まちͰくりܯժ策ఈয়ڱๅࠄճʤˑྡֵߒʥˠ中ࢯ
第̓յ歴史的෫致ң持向上٠ڢճ

ʑ ݆̒ 前橋市٠ճʤݒઅਭಕ৙೜җҽճʥへの経գๅࠄ
ʑ ݆̓ 庁٠でのๅࠄ
ʑ ݆̔ 前橋市歴史的෫致ң持向上ܯժҌにଲするϏϔϨρέαϟϱφのู集
ʑ ݆̕ 市民向け歴史まちͰくりܯժ策ఈয়ڱๅࠄճʤˑྡֵߒʥ
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年　月 会　議　等

平成25年８月 第１期歴史文化遺産活用委員会発足

平成26年４月 文化国際課内に歴史文化遺産活用室を設置

平成27年３月 第１期歴史文化遺産活用委員会から提言書の提出（第１期提言書）

　 〃 　８月 第２期歴史文化遺産活用委員会発足

平成29年３月 第２期歴史文化遺産活用委員会から提言書の提出（第２期提言書）

平成30年11月 第１回歴史まちづくりシンポジウム（＠群馬会館）

令和元年７月 第１回歴史まちづくり庁内勉強会

　 〃 　９月 第２回歴史まちづくり庁内勉強会

　 〃 　11月 第２回歴史まちづくりシンポジウム（＠昌賢学園まえばしホール）

令和２年４月 都市計画課内に景観・歴史まちづくり係を設置

　 〃 　５月 前橋市議会（議長・各派代表者）へ計画策定方針の説明

　 〃 　７月 第１回歴史まちづくり推進委員会・WG（ワーキンググループ）

　 〃 　９月 第３回歴史まちづくりシンポジウム（＠前橋プラザ元気21・民間との共催）

　 〃 　11月 第１回歴史的風致維持向上協議会

　 〃 　12月 第２回歴史まちづくり推進委員会・WG

令和３年５月 第３回歴史まちづくり推進委員会・WG

　 〃 　６月 第２回歴史的風致維持向上協議会

　 〃 　８月 三役への経過報告・関係部課長会議

　 〃 　９月 第３回歴史的風致維持向上協議会

　　〃　 10月 前橋市議会（建設水道常任委員会）への経過報告

　　〃　 12月 第４回歴史的風致維持向上協議会

令和４年２月 第４回歴史まちづくり推進委員会・WG

　 〃 　３月 第５回歴史的風致維持向上協議会

　 〃 　４月 前橋市議会（建設水道常任委員会）への経過報告

　 〃 　５月 庁議での報告
前橋市都市計画審議会（意見聴取）

　 〃 　６月 前橋市景観審議会（意見聴取）
前橋市歴史的風致維持向上計画案に対するパブリックコメントの募集
第６回歴史的風致維持向上協議会（書面開催）

　 〃 　７月 前橋市文化財調査委員会議（意見聴取）
市民向け歴史まちづくり計画策定状況報告会（＠臨江閣）

　 〃 　８月 第７回歴史的風致維持向上協議会

　 〃 　12月 第５回歴史まちづくり推進委員会・WG
前橋市歴史的風致維持向上計画の認定
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